
病床機能報告及び2025年における病床の必要量の推計≪村山構想区域≫
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山形市立病院済生館の病床数削減への対応及び年末年始の臨時開院について 

1 病床数削減の理由 

済生館３ヶ年計画において、県の地域医療構想を踏まえ、また、済生館の果たすべき

役割を見据え、「適正な病床数の検討」を行うとしている。 

（１）地域医療構想 

   県が策定した地域医療構想の村山構想区

域の高度急性期及び急性期病床は、現在の許

可病床 3,877 床に対し 2025 年の必要病床は

2,210 床であり、その差 1,667 床が過剰であ

るとして、病床規模の適正化及び病床機能の

転換を推進するとしている。 

（２）済生館の現状と果たすべき役割 

これまで医療の質の向上及び地域医療連携 

の推進等に積極的に取り組んできたことに 

より、入院患者の平均在院日数が短縮され、その結果、病床利用率は平成 25 年度以降

70％台を推移し、20％以上の病床が利用されていない状況となっている。 

 昭和６１年度 平成４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

平均在院日数(日) ２５．３ ２３．６ １３．４ １２．４ １１．９ 

病床利用率(％) ８９．３ ９１．７ ７９．８ ７５．８ ７３．３ 

   一方、市内救急搬送の 40％超、北村山を除く村山地区の救急搬送の 30％超を引き

受けており、県が地域医療構想の参考資料として示した将来の医療需要推計からも、

済生館は引き続き急性期病院としての機能を担っていく必要がある。 

2 削減及び再編の概要 

県の病床規模適正化方針及び済生館の近年の病床利用状況を勘案し、下記のとおり

再編する 

①８階西病棟５５床のうち５３床を閉鎖し、残り２床を隣接する８階東病棟に移管 

②人間ドック病床を８床から４床に削減する。 

③計５７床を現在の５８５床から削減し、計５２８床とする。 

④診療科配置病棟を変更 

・ 眼科を８階西病棟から９階東病棟へ 

・ 皮膚科を６階西病棟から１０階西病棟へ 

・ 内科の一部を８階西病棟から６階東病棟へ 

⑤病児・病後児保育施設整備の検討 

⑥脳卒中センターリハビリテーション分室整備の検討 

⑦救急専用・優先病床の増床（１３床 → １５床） 
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3 実施時期 

平成２９年１月１日から削減する。 

※入院患者数（病床利用率） 

 ・平成２８年１月１日 ２９０人（49.6%） 

 ・平成２７年度平均入院患者数 ４２３人／日（73.3%） 

 ・平成２７年度中入院患者最大値 ５０９人（２月１７日） 

4 今後の予定 

  病床数を削減することについて、現在国と県に許可申請等の手続き中である。 

5 その他 

■山形市立病院済生館の年末年始における臨時開院について 

（１）開院日時 

平成 28 年 12 月 30 日（金）午前 8時 30 分から午後 0時 30 分 

（診療受付は午前 8時 30 分から 11 時 30 分まで） 

ただし、救急外来は年末年始も 24 時間体制で診療を行う。 

（２）開院理由 

① 地域医療支援病院及び地域がん診療連携拠点病院としての役割 

地域の開業医（診療所等）においては例年 12 月 30 日まで診療を行うところが多

く、当院は地域医療支援病院及び地域がん診療連携拠点病院であり、その役割を果

たすため年末年始期間中においても開業医の診療支援（紹介患者の受け入れ）が求

められることから、検査・入院治療等の必要な紹介患者の迅速な受け入れを行う。 

② 年末年始期間中の医療提供体制確保 

年末年始期間中においては、当院を含めた地域の救急医療体制はあるものの、当

院は市立病院として可能な限り年末年始期間中における医療提供体制の充実を図

り、市民が安心して年末年始を過ごせるよう臨時開院による外来診療を行う。 

③ 病院機能の確保（入院患者のバックアップ） 

年末年始期間中の入院患者の診療について、当院においては 12 月 29 日（木）か

ら翌 1月 3日（火）までの 6連休という長期間となることから、各診療科において

は通常の緊急連絡・対応体制を敷くものの、入院患者の診療に万全を期し、連休中

でも通常と変わらない適切な急性期医療を実施するため、臨時開院日を設け、急性

期医療を提供する病院としての機能確保を図る。 

（３）診療科 

歯科・歯科口腔外科を除くすべての外来診療科 

（４）参 考【平成 27 年度の患者数】 

◇12 月 30 日(水) 

・ 時間内外来患者数 １４２名 

・ うち入院に至った患者数 １０名 問い合わせ先

済生館管理課総務企画係

℡023-625-5555（内線 2328） 



「山寺行啓記念殿」の山形市指定文化財への指定について 

１ 新たに山形市指定文化財に指定した「山寺行啓記念殿」の概要 

（平成２８年１１月２１日指定） 

分 類 有形文化財 種 別 建造物の部

名 称

山寺行啓記念殿

 附
つけたり

 棟
むな

札
ふだ

 ２枚、御簾
み す

 ２張、御簾掛け金 ４点、卓 １卓、 

椅子 １脚、卓掛 １枚、青銅花瓶 ２点、薄盤
うすばん

・華盤
けばん

各２点、門柱及び門扉 １基、石柵 １囲

員 数 １棟 所在地 山形市大字山寺

所有者 宗教法人 立石寺

物件の概要

 山寺行啓記念殿は、立石寺境内の山上部に建てられた木造平屋建て建築

で、明治 41 年、東宮
とうぐう

嘉
よし

仁
ひと

親王
しんのう

（後の大正天皇）が東北各県を巡啓され

た折り、9月 18 日に山寺に立ち寄られた際の昼食・休憩のための行
あん

在所
ざいしょ

と

して建てられたものである。

木造平屋建て、梁間
はりま

3 間、桁
けた

行
ゆき

3 間半の宮殿造りで、屋根は入母屋造
いりもやづくり

木羽
こ ば

葺
ぶ

きであったものを昭和 46 年の改修で亜鉛鉄板葺きに葺き替えている。

皇室を迎える施設として、基本的に京都御所紫宸殿
ししんでん

を手本にしたとされ、

規模は小さいながらも高い屋根、天井の高い内部空間にその特徴が表れて

いる。間取りは十畳一間を中心に南北東へ廊下を巡らせた配置で、東側に

正面入り口を構える。内装は山寺産の杉柾
すぎまさ

作り、外部には赤
あか

太
た

を使用、

天井は杉柾の 格
こうし

天井、壁は張り壁となっている。廊下には 欅
けやき

造りの高欄
こうらん

を設けて入り口部分に擬宝珠
ぎ ぼ し

を載せ、畳間西側は全面に床
とこ

を設けた格式の

ある造りとなっている。また、屋根の妻
つま

部分には 狐
きつね

格子
ごうし

、懸魚
けぎょ

には大正

天皇の象徴である桜を掲げるなど、行
あん

在所
ざいしょ

ならではの特徴を見せる。天

井裏に棟
むな

札
ふだ

が残存しており、竣工日が明治 41 年 9 月 9日と特定でき、同

時に大工棟梁、副棟梁はじめ、工事に携わった役所職員、職人数十名の氏

名が明らかになっている。合わせて昭和 46 年の屋根改修工事の祈祷札も

残されている。記録によると着工が 8月 14 日であることから、わずか 26

日間の突貫工事で完成したことが窺える。行啓計画を受け山寺巡啓の請願

が採用されたのが実施 35 日前であったことを受けての工事であったとさ

れ、こうした歴史経緯を伝える貴重な遺構であるといえる。 

 建築内部には、行啓当時に用いられた二点の御簾
み す

、唐草文様付きの掛け
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金の他、宮内省からの指示に沿った仕様による 檜
ひのき

の白木造りの卓
たく

、洋風

意匠の彫刻が入った椅子などが現存し、建物周囲の外構についても、地元

産の尺揃えのおまた石を用いた柵や、桜のレリーフが施された鉄製
てつせい

門扉
もんぴ

など、調度や 設
しつら

えについても当時のままの遺構が今に継承されている。

 行啓直後、地元ではこの行在所を公開し、多くの見学客を集めたとの記

録が残されている。後に村中の人々が石材運びに携わり、隣接地に行啓記

念の石碑が立てられ、東村山郡は建物を記念殿と名付け、以来毎年行啓の

日に因んで記念行事を実施してきたとされる。少なくとも平成 10 年まで

は山寺天童行幸史蹟保存会により記念会が継続されてきた記録が残され

ており、町を挙げて誇るべき建築物として大切に保存継承されてきたこと

を示すものである。 

 以上のように、本建築は竣工後 108 年を経た明治末期の貴重な歴史的建

造物であり、内外の建築意匠、技術、 設
しつら

えなどがほぼオリジナルの状態

で残されている上、棟
むな

札
ふだ

が残り竣工年代を始めとして建設に携わった人

物などが特定できる歴史的価値の高い建築事例である。また東宮
とうぐう

嘉
よし

仁
ひと

親王
しんのう

の行啓施設建築として単独で建てられ現存する貴重な遺構であるこ

とから学術的価値も高く、外観や内装部位の意匠に加え、内部に残る家具

や調度、周囲の外構などにも皇室建築の形式や特徴を伝えており意匠的な

価値も高いものである。

２．本市にある指定文化財（平成２８年１１月末日現在） 

（１）国・県・市指定文化財の件数  国２４件、県８４件、市８２件   計１９０件 

（２）指定有形文化財（建造物の部）（国指定８件、県指定６件、市指定８件） 

   ア 立石寺中堂            国指定（明治４１．４．２３） 

   イ 立石寺三重小塔          国指定（昭和２７．７．１９） 

   ウ 鳥居               国指定（昭和２７．１１．２２） 

   エ 八幡神社鳥居           国指定（昭和２７．１１．２２） 

   オ 旧済生館本館           国指定（昭和４１．１２．５） 

   カ 旧山形師範学校本館        国指定（昭和４８．６．２） 

   キ 山形県旧県庁舎及び県会議事堂   国指定（昭和５９．１２．２８） 

   ク 旧松應寺観音堂          国指定（昭和６１．１２．２０）  

   ケ 専称寺鐘楼            県指定（昭和２８．８．３１） 

   コ 立石寺納経堂           県指定（昭和２８．８．３１） 

   サ 宝光院本堂            県指定（昭和３２．３．１） 

   シ 石行寺観音堂           県指定（昭和５８．８．１２） 



   ス 旧山形師範学校講堂        県指定（平成１０．５．６） 

   セ 鳥海月山両所宮随神門       県指定（平成２７．３．２４） 

   ソ 城輪神社社殿           市指定（昭和４０．３．５） 

   タ 風立寺宝篋印塔          市指定（昭和４０．３．５） 

   チ 吉祥院観音堂及び宮殿       市指定（昭和４３．１２．２７） 

   ツ 木造釈迦如来立像宮殿       市指定（昭和６３．３．１） 

   テ 専称寺本堂            市指定（平成２．３．３０） 

   ト 萬松寺仏殿            市指定（平成２．３．３０） 

   ナ 鳥海月山両所宮本殿        市指定（平成３．３．３０） 

   ニ 山寺行啓記念殿          市指定（平成２８．１１．２１） 

３ 文化財指定までの手続き 

平成２８年１１月 １日  文化財保護委員会において答申 

平成２８年１１月１７日  教育委員会会議において議決 

平成２８年１１月２１日  告示及び所有者への通知により山形市指定文化財に指定 

問い合わせ先 

教育委員会 社会教育青少年課 

℡０２３－６４１－１２１２ 内６２６ 



山寺行啓記念殿全景

棟札 御簾、御簾掛け金

卓、卓掛、椅子 青銅花瓶、薄盤・華盤

門柱及び門扉 山寺行啓記念殿から山寺地区を望む







蔵王樹氷まつり２０１７（第５２回）の開催について 

「蔵王樹氷まつり２０１７（第５２回）」を開催し、蔵王温泉スキー場への誘客と観光

山形の振興を図る 

開催日時 平成２８年１２月２３日（金祝）～平成２９年３月５日（日） 

世界に誇る蔵王の樹氷と温泉、蔵王温泉スキー場を存分にお楽しみ下さい。 

○樹氷原１０ｋｍロング滑走・スキー感謝祭 

 広大な蔵王温泉スキー場を山頂から麓まで１０ｋｍロング滑走！ 

 日 時 平成２９年１月９日（月祝） １２：００～ 

 会 場 蔵王地蔵尊前集合～大森ゲレンデ解散 

 参加料 1,000 円（保険料込。ロープウェイ代別） 

 申 込 蔵王温泉観光協会ＨＰ 

○1,000 人松明滑走 

 蔵王温泉名物「松明滑走」にみんなで参加しよう！ 

 日 時 平成２９年２月４日（土） １８：００～受付 ２０：００～松明滑走 

 会 場 上の台ゲレンデ 

 参加料 1,000 円（記念品代、保険料。） 

 申 込 蔵王温泉観光協会ＨＰ 

○冬のＨＡＮＡＢＩ 

 ゲレンデの澄んだ夜空に広がる冬の花火！ナイタースキーをしながら楽しもう！ 

 日時・打上場所 平成２８年１２月２４日（土）１９：３０～ 横倉ゲレンデ 

          ※横倉ゲレンデ周辺から鑑賞できます。 

         平成２９年 １月２１日（土）１９：３０～ 竜山ゲレンデ 

         平成２９年 ２月 ４日（土）２０：５０～ 竜山ゲレンデ 

         平成２９年 ３月 ４日（土）１９：３０～ 竜山ゲレンデ 

          ※上の台ゲレンデ周辺から鑑賞できます。 

○冬の働く車大集合！ 

 スキー場ならでは、冬ならではの働く車（圧雪車・スノーモービル等）が大集合！ 

また、子供 1日リフト券 2,500 円が無料に！！ 

 日時・会場 平成２９年 １月２２日（日）１０：００～１５：００ 大森ｹﾞﾚﾝﾃﾞ 

       平成２９年 ３月 ５日（日）１０：００～１５：００ 上の台ｹﾞﾚﾝﾃﾞ 

○蔵王に来てます！！フォトテーリング 

 広大な蔵王温泉スキー場にあるお気に入りの撮影スポットを＃ＺＡＯを付けて  

ＳＮＳにアップ！アップした方に抽選で賞品をプレゼント！ 

 期間 平成２８年１２月２３日（金祝）～平成２９年３月５日（日） 
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○冬の開運回遊 

 蔵王温泉スキー場ゲレンデにあるパワースポット（蔵王地蔵尊・蔵王大権現・蔵王大

黒天）を巡って開運！ さらに、抽選で賞品をプレゼント！ 

 期間 平成２８年１２月２３日（祝金）～平成２９年３月５日（日） 

○デイライト樹氷鑑賞※

期間 １２月下旬～３月上旬（樹氷形成時期）8:30～17:00（ロープウェイ運行時間） 

○樹氷ライトアップ鑑賞（同時開催：ナイトクルーザー号で行く樹氷幻想回廊ツアー）※

期間 平成２８年１２月２３日（祝金）～平成２８年１２月２４日（土）

   平成２８年１２月２９日（土） ～平成２９年 １月 ３日（火）

   平成２９年 １月 ７日（土） ～平成２９年 １月 ８日（日）

平成２９年 １月１４日（土） ～平成２９年 １月１５日（日）

平成２９年 １月２１日（土） ～平成２９年 １月２２日（日）

平成２９年 １月２７日（金） ～平成２９年 ３月 ５日（日）

合計５２日 17:00～21:00（上り最終19:50発）

お一人様大人2,600円子ども1,300円（ロープウェイ往復運賃 団体割引有）

お一人様大人3,800円子ども3,100円（ナイトクルーザー号）

気温が－10℃以下になることがありますので、防寒対策を万全にしてお越しください。

※悪天候の場合は、ロープウェイが運休することがあります。

詳細問合せ先：蔵王ロープウェイ山麓駅（023-694-9518）

【参考】 

平成 28 年度 蔵王樹氷まつり 拡充内容 

１．冬の HANABI～創作花火の打上げ～ 拡充 

   ①時  期  １月２０日(金) 女子スキージャンプワールドカップ表彰式後 

         ２月 ４日(土) 1,000 人松明滑走スタート時 

  ②場  所  竜山ゲレンデ       

  ※従来の 4回の実施に上記 2回を加え計 6回の打上げ実施 

２．イルミネーション～夜の蔵王を幻想的に演出～ 新規

   ①時  期  １２月下旬から３月５日まで   

②場  所  上の台ゲレンデ・横倉ゲレンデ・温泉街             

３．じゅっきースノーランド～雪と遊べるキッズスペース～ 拡充

   ①時  期  １２月下旬から３月下旬まで 

   ②場  所   中森リフト乗り場付近   

  ※従来の大森ゲレンデに加えて実施 

主催 蔵王樹氷まつり協議会 

お問い合わせ 蔵王温泉観光協会案内所 TEL:023-694-9328 山形市観光協会 TEL:023-647-2266 







『第２回ウィンターフェスティバル～山形冬の花火大会 in 霞城公園～』 

１ 目 的 

 初市の開催に合わせ、霞城公園周辺で花火大会及びイベントを開催することにより、山形

市中心部の回遊性を高めるとともに滞在時間を延ばすことで、中心商店街の活性化を図る。 

２ 開催日時 

 平成２９年１月１０日（火）正午～午後７時（花火の打上げは午後６時より約３０分間） 

３ 開催場所 

 （1）霞城公園【冬の花火大会】 

 （2）県民ふれあい広場（県立中央病院跡地）【あったかグルメ】 

４ 実施団体 

 主 催：ウィンターフェスティバル実行委員会 

 共 催：山形市、山形商工会議所、山形市中心商店街街づくり協議会、山形市商店街連合会 

５ 内 容 

 （1）冬の花火大会 

   ・霞城公園を打上げ場所とした、街なか全体が桟敷席となる花火大会を実施。 

   ・打上げ発数は約２，０００発 

   ・当日は、山形市役所１１階大会議室を、午後５時３０分から花火大会終了まで開放

します。（定員：約１００名） 

    ※ 混雑時には、高齢の方やお身体の不自由な方を優先させていただく場合あり。 

    ※ 定員に達した場合、入場を制限させていただくことがあります。 

    ※ 駐車場は、近隣の有料駐車場をご利用ください。 

 （2）あったかグルメ 

   ・県民ふれあい広場において、麺類や鍋、日本酒などのグルメを販売。 

   ・正午より販売開始 

   ・麺類（米沢ラーメン・そば屋のカレーうどん） １杯５００円 

   ・鍋（３種類） １杯３００円 

   ・その他、玉こんにゃくや市内３蔵の日本酒（熱燗）などの販売 

   ・販売方法は、当日、本部受付でチケットをお買い求めの上、各ブースにてチケット

と引き換えとなります。 

 （3）その他 

   ・イベント当日、中心街１００円循環バスが終日無料運行しています。 

平成２８年１２月１９日 

市 長 記 者 会 見 資 料 



６ 通行規制 

 詳細は別紙をご参照ください。 

７ 告知方法  

 ・ポスター、チラシ、フリーペーパー、ラジオＣＭ 

 ・午後５時から６時３０分まで、ＦＭ７６．２ラジオモンスターにてラジオ生放送 

８ イベント中止の判断 

 ・風速１０ ／ｓの風が吹いている場合。

・午後７時１０分を最終判断の時間とします。 

 ※ 降雨、降雪での中止はありません。 

 ※ 翌日等に順延することはありません。 

≪問合せ≫ ウィンターフェスティバル実行委員会（山形コミュニティ放送㈱内） 

      ＴＥＬ：０２３－６３４－０７６２ ＦＡＸ：０２３－６３３－７６２２ 

＜参考＞ 『初市』 

内容：最上義光公治世の当時を起源とする初市は、江戸時代から続く伝統行事で、商業の

株を象徴しての「かぶ」、長寿を表す「白ひげ」などの野菜、初あめ、だんご木など

の縁起物や、臼、杵、まな板などの家庭用品など、約 250 軒の露店が立ち並びます。 

１ 開催日   １月１０日（火）１０：００～１７：００ 

２ 場所    山形市内十日町・本町・七日町の国道１１２号線及び沿線  

※周辺交通規制９：３０～１８：３０ 

３ 主な販売物 縁起物（初飴、かぶ、白ひげ、団子木、だるま等）、木工品（まな板、臼、

杵等）、野菜、穀類等 

※復興うまいもの広場（場所：ほっとなる広場）塩釜市からの海産物販売 

４ イベント   

【アズ七日町前】餅つき踊り、お神楽、お神酒振舞い、納豆汁と丸餅の振舞い等 

【アズ七日町６階大ホール】「ＧＯＧＯ初市ぬいぐるみ劇」、初飴の実演・配布 

【十日町角】（紅の蔵向かい）初市“しあわせ”手ぬぐい ～ぬりえコーナー～  

５ 問い合わせ先  山形商工会議所 TEL：６２２－４６６６ 

【問い合わせ先】 

商工観光部 山形ブランド推進課 

街なか・商業グループ 

ＴＥＬ：０２３－６４１－１２１２ 内４２２ 



● 通行規制図 

別 紙

１月１０日１０：００から２１：００まで駐車・進入禁止

１月９日１７：００から１月１０日２１：００まで駐車禁止

１月９日２１：３０から１月１０日２１：００まで駐車禁止

１月１０日１７：００から１９：００まで進入禁止

イベント会場１２：００から１９：００

イベント本部

１６：００から１９：００まで通行規制（大手門駐車場は利用可）

※１ 野球場西側駐車場１月９日１７：００より駐車禁止。バリケード設置

※２ 博物館利用者は１０：００より野球場東側外周の一方通行を解除し警備員の誘

導により交互通行

※３ 体育館西側駐車場１月９日２１：３０より駐車禁止。バリケード設置。

※１

※３

※２




